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原油高、4割は円安起因　4~9月貿易赤字は最大の11兆円

輸出から輸入を引いた貿易収支の赤字が拡大している。財務省が20日発表した2022年度上期（4~9月）の速報値は半

期で過去最大となる11兆74億円の赤字だった。資源高と円安が響いた。足元の原油輸入価格の上昇要因のうち4割以

上は円安に起因しているとみられる。円安の進行に伴って巨額の貿易赤字が続く可能性がある。

輸入額は60兆5837億円で、前年同期比44.5%増えた。輸出額は19.6%増の49兆5762億円だった。輸出入とも半期で最

高額だったが、輸入の増加ペースが上回った。

原油や液化天然ガス（LNG）といった鉱物性燃料の輸入額が2.2倍の17兆7145億円となり、全体を押し上げた。なか

でも原油の輸入額の増加が大きかった。原油の輸入量は10.4%の増加にとどまっており、輸入額が増えたのは主に値上

がりのためだ。

石油連盟が貿易統計から算出したデータによると、9月の原油の輸入価格は1キロリットルあたり9万7511円と前年同

月比91.0%上がった。国際的な取引価格を反映するドル建てでみると、1バレルあたり110.79ドルで上昇率は50.0%

だった。全ての輸入がドル建てと仮定すると、9月の輸入価格上昇の4割以上は円安が原因といえる。

1年前の21年9月も原油の輸入価格は65.7%上がったが、原因のほとんどは国際価格の上昇だった。円安による押し上

げは全体の1割に満たなかった。急激な円安が輸入価格の上昇に拍車をかけるのはLNGや石炭も同じだ。エネルギーの

国際価格が落ち着いても、円安による輸入額の高止まりで大幅な貿易赤字から抜け出せない懸念がある。

輸出の鈍化も貿易赤字の拡大につながっている。荷動きを示す22年度上期の数量指数（15年=100）は前年同期比

1.5%下がった。低下は新型コロナウイルスの感染拡大が本格化した20年度上期以来となる。感染対策の都市封鎖や不

動産不況で経済が減速した中国向けは13.8%の大きな落ち込みとなった。
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9月消費者物価3.0%上昇　31年ぶり3%台、円安響く

総務省が21日発表した9月の消費者物価指数（CPI、2020年=100）は変動の大きい生鮮食品を除く総合指

数が102.9となり、前年同月比で3.0%上昇した。消費増税の影響を除くと1991年8月（3.0%）以来、31年1

カ月ぶりの上昇率となった。円安や資源高の影響で、食料品やエネルギーといった生活に欠かせない品目

の値上がりが続いている。

QUICKが事前にまとめた市場予想の中央値（3.0%）と同じだった。上昇は13カ月連続。調査対象の522品

目のうち、前年同月に比べて上昇した品目は385、変化なしは46、低下は91だった。上昇品目数は8月の

372から増加した。

生鮮食品を含む総合指数は前年同月比3.0%の上昇で、8月と同水準の伸びだった。生鮮食品とエネルギー

を除く総合指数は1.8%上がった。
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財務相「円安、急速で一方的な進行は望ましくない」

鈴木俊一財務相は21日の閣議後の記者会見で、円相場が1ドル=150円台で推移していることについて「最

近のような急速で一方的な円安の進行は望ましくない」と述べた。「投機による過度な変動は容認できな

い」とし、「為替市場の動向を高い緊張感をもって注視するとともに、過度な変動には適切な対応をとり

たい」と強調した。

大規模減税案による金融市場の混乱を受け、英国のトラス首相が辞任表明したことに関連して「財政の信

認は極めて大事だ」と語った。日本の財政の在り方に触れて「市場において信認を失うことがないよう財

政規律をしっかりと念頭に置いて取り組まなければならない」と訴えた。
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トラス英首相が辞任表明、経済混乱で引責　就任44日

英国のトラス首相は20日、「保守党から選出された任務を果たすことができない」と辞任を表明した。9月下旬に打ち

出した大規模減税策が金融市場を混乱させ、経済対策の大半は撤回に追い込まれた。辞任はその引責とみられる。9月

6日の政権発足から44日という異例の短命政権となった。

首相官邸で与党・保守党で党首選出手続きを担う「1922年委員会」のブレイディ委員長と会談後に表明した。チャー

ルズ国王に党首辞任を伝達したとも述べた。ブレイディ氏は新首相となる党首を28日までに選出すると語った。

トラス氏は新党首選出までは首相の職にとどまる。英紙タイムズはジョンソン前首相が党首選に立候補する可能性が

あると伝えた。スナク元財務相も候補に挙がっている。減税策の修正を担うハント財務相は出馬しないと表明した。

トラス政権の経済対策をめぐっては、財政悪化の懸念から通貨ポンドと英国債価格が急落した。10月中旬以降、財務

相を更迭し大半の減税策を撤回、支持率は1桁に落ち込んだ。19日には内相も辞任し、与党内からも退陣を求める声が

強まっていた。

20日のロンドン市場では、英国債とポンドが買い戻された。30年物国債の利回りは一時、前日比約0・2%下落（価格

は上昇）の約3・8%と、約2週間ぶりの低水準となった。外国為替市場では一時1ポンド=約1・13ドルと、前日末の1

ポンド=1・12ドル付近から上昇して推移している。

ただ株式市場では政治的な不安への懸念から、代表的な株価指数の英FTSE100は上昇から下落に転じた。

「英国はリーダー不在となったが、市場は安堵しているようにみえる。もっとも、新首相は金融市場の信頼を完全に

取り戻すためにさらなる施策が必要だ。31日に発表される中期財政計画で、財政の穴がどのように埋められるかが明

らかになるかが焦点となる」と英キャピタル・エコノミクスのポール・デールズ・チーフ英国エコノミストは指摘す

る。

トラス氏は相次ぐ不祥事で辞任したジョンソン氏の後を継いだ。故サッチャー氏、メイ氏に続く英史上3人目の女性首

相だった。7～9月に行われた首相を選ぶ与党・保守党の党首選では、減税を軸とする成長戦略を前面に掲げ、ジョン

ソン派の議員や党員の支持を集めて勝利した。

トラス氏は石油メジャー勤務などを経て2010年に下院議員初当選、14年には環境相に抜てきされ、国際貿易相や外相

などを歴任した。

英国はジョンソン前首相が辞任を表明した7月以降、外交面で国際的な影響力も薄れている。ウクライナ危機が続くな

かで反ロシアの先頭に立つはずの英国政治の混乱は、西側諸国の結束にも悪影響を与えかねない。
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